
患 者 さ ん と 病 院 と
地 域 を つ な ぐ 広 報 誌
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氷 見広 報 誌

金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

●住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院

金沢医科大学氷見市民病院
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令
和
４
年
７
月
13
日
に
、
富
山
県
・
公
益
社

団
法
人
富
山
県
看
護
協
会
主
催
に
よ
る
「
高

校
生
の
一
日
看
護
見
学
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
校
生
が
看
護
業
務
と
看
護

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
看
護
職
へ
の
進

路
選
択
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
お
り
、
当
院
で
も
毎
年
受
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
富
山
県
内
の
高
校
生
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。最
初
に
看
護
師
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
着
替
え
、
病
院
や
看
護
部
組
織
の
紹
介
、

看
護
師
の
仕
事
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
講
義
終
了
後
は
、
看
護
師
が
働
く
現
場

へ
赴
き
、
実
際
の
外
来
の
看
護
業
務
を
見
学

し
、
血
圧
測
定
や
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
装
着

等
を
学
生
間
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、
慣
れ
な
い
環
境
に
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た
が
、
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

以
下
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
看
護
見
学
が
、
参
加
し
た
高
校
生

に
と
っ
て
有
益
な
機
会
と
な
り
、
将
来
と
も

に
働
け
る
日
が
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

〇
看
護
師
さ
ん
同
士
が
楽
し
そ
う
に
笑

顔
で
仕
事
を
し
て
い
た

〇
大
変
そ
う
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
や

り
が
い
を
感
じ
た

〇
改
め
て
魅
力
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
、

看
護
師
の
道
を
選
び
た
い
と
思
っ
た

高
校
生
の
一
日
看
護
見
学
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看
護
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み

―
病
棟
の
変
則
２
交
代
制
勤
務
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
２
色
制
の
導
入
―

―
病
棟
の
変
則
２
交
代
制
勤
務
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
２
色
制
の
導
入
―

　

看
護
部
で
は
働
き
方
改
革
の

一
環
と
し
て
、「
働
き
や
す
い
・
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
」
を
め
ざ
し
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
「
変
則
２
交

代
制
勤
務
」
５
月
か
ら
は
「
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
２
色
制
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

変
則
２
交
代
制
勤
務
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
職
員
10
名
が
金
沢

医
科
大
学
病
院
へ
見
学
に
赴
き
、

業
務
内
容
や
勤
務
表
作
成
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
開
始
し
ま
し
た
。

富
山
県
内
は
３
交
代
制
勤
務
が
主

流
で
あ
り
、
今
後
は
採
用
活
動
に

お
い
て
看
護
学
生
ら
に
働
き
や
す

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
２
色
制
導
入
は
、
職
員
の
定
時

終
了
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
残
業
中
に
周
囲
か

ら
不
要
な
声
掛
け
を
さ
れ
る
こ
と
を
な
く
す
こ
と

で
、
残
務
時
間
削
減
の
効
果
を
期
待
し
て
開
始
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら

「
働
き
や
す
い
環
境
」
を
整
え
、
患
者
さ
ん
へ
安
全

で
安
心
い
た
だ
け
る
看
護
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

― 導入後の看護師の声 ―
「  12 時間勤務はきついが、少し
ずつ慣れてきた」

「  夜勤前後の休みではなく、しっ
かり休みが取れるのは嬉しい」

「真夜中に病院に出入りすること
がなくなり、通勤しやすくなった」

「  今から夜勤ですか？夜勤お疲れ
さま！と声をかけてくれる職員
が増えた気がする」

― 変則２交代制勤務のメリット ―
＊   患者さんの睡眠サイクルに合
わせた看護ケアの提供。入眠
時と起床時が同じ看護師で対
応でき患者さんが安心できる。

＊   深夜帯の交代がなく、体に優
しく通勤しやすい

＊   夜勤入り・明けに休日を費や
すことなく、十分な休日時間
が確保される

白色ユニフォーム
8：45～21：45

紺色ユニフォーム
20：45～9：15

02 かけはし 氷見  2022・夏号Vol.52

看護師の働き方改革への取り組み



西
部　

明
子

NISHIBU
AKIKO

皮
膚
科　

准
教
授

郷
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
東
北
の
極
端
な
医

師
不
足
で
す
。
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
特
性
が
あ

り
ま
す
し
、
北
陸
の
医
療
環
境
も
潤
沢
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
医
療
の
偏
在
を
痛
感
し
ま

し
た
。
氷
見
市
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

居
住
条
件
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が

な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
は
他
の
上
皮
系
臓
器
同
様
に
免
疫
、

と
く
に
自
然
免
疫
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
私
が
専
門
と
し
て
い
る
の
は
皮
膚
免
疫
・

ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
当
院
で
は
皮
膚
疾
患

全
般（
湿
疹
・
皮
膚
炎
等
の
炎
症
性
疾
患
、
感

染
症
、
皮
膚
腫
瘍
、
自
己
免
疫
疾
患
等
）に

対
応
い
た
し
ま
す
。
薬
疹
や
感
染
症（
ウ
イ

ル
ス
、
細
菌
、
真
菌
）、
循
環
障
害
や
自
己

免
疫
疾
患
に
伴
う
皮
膚
病
変
で
は
他
科
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
初
夏
、
紫
外
線
が
強
く
な
り
薄
着

に
な
る
頃
に
光
線
過
敏
型
薬
疹
を
発
症
し
た

が
、
原
因
薬
剤
は
前
年
秋
か
ら
処
方
さ
れ
て

い
た
降
圧
剤
で
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
症

例
は
し
ば
し
ば
経
験
し
ま
す
。
薬
疹
で
は
、

薬
歴
の
把
握
が
必
須
で
す
。
薬
疹
が
疑
わ
れ

る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
詳
細
な
情
報
を
伝

え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

皮
膚
は
体
の
最
外
層
を
覆
っ
て
お
り
異
物

の
侵
入
を
防
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
代
謝
に
関
わ

る
巨
大
臓
器
で
す
。
皮
膚
の
特
性
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
最
外
層
に
あ
る
た
め
、
視
診
、

触
診
が
容
易
で
あ
り
、
非
侵
襲
的
に
所
見
が

取
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、

所
見
を
い
か
に
正
確
に
と
り
診
断
・
治
療
に

結
び
付
け
ら
れ
る
か
の
技
量
が
問
わ
れ
や
す

い
と
も
い
え
ま
す
し
、
ま
た
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
に
も
皮
疹
の
性
状
の
変
化
が
分
か
り
や

す
い
た
め
治
療
経
過
を
共
有
し
や
す
い
と
も

い
え
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
厳
し
い
目
に
晒
さ

れ
な
が
ら
、
緊
張
感
を
も
っ
て
日
々
診
療
に

当
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
無

知
の
知
を
自
覚
し
、
日
々
研
鑽
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
任
者
同
様
、
常
勤

医
師
１
名
体
制
で
非
常
勤
医
師
は
不
在
で

す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
４
年
４
月
か
ら
、
池
村
医
師
の
後

任
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

の
出
身
は
石
川
県
金
沢
市
で
す
。
福
島
県
立

医
科
大
学
を
卒
業
後
、
大
学
院
へ
進
み
、
修

了
後
も
福
島
県
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
米

国
テ
キ
サ
ス
大
学
高
島
明
教
授
の
研
究
室
で

の
３
年
間
の
留
学
を
経
て
、
北
陸
に
帰
郷
し

た
の
は
東
日
本
大
震
災
の
約
一
年
前
で
す
。
帰

西 部  明 子 ★ 略 歴
【専門領域】
◎皮膚科全般、皮膚免疫・アレルギー
【学歴・職歴】
◎1998年 福島県立医科大学医学部大学院修了
◎2001年 福島県立医科大学　皮膚科学講座助手
◎2003-2006年 テキサス大学サウスウェスタンメディカルセンター留学
◎2006年 福島県立医科大学　皮膚科学講座　助教
◎2007年 福島県立医科大学　皮膚科学講座　講師
◎2009年 金沢医科大学　皮膚科学教室　講師
◎2010年 金沢医科大学　皮膚科学教室　准教授
◎2022年 金沢医科大学氷見市民病院科長　准教授
【資格】
◎皮膚科専門医　　　　　　　　◎日本アレルギー学会専門医
◎日本研究皮膚科学会評議員
【所属学会】
◎日本皮膚科学会　　　　　　　◎日本アレルギー学会
◎日本研究皮膚科学会　　　　　◎日本皮膚免疫アレルギー学会
◎日本免疫学会　　　　　　　　◎日本乾癬学会

▼

令
西に
し

部ぶ

先
生
の

診
察
室
か
ら
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診
療
コ
ラ
ム

　

看
護
補
助
員
は
、
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
患
者
さ
ん
の
療
養
を
支
援
し
た
り
、
環
境
を

調
整
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
看
護
師
の
業

務
を
支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
業
務
は
と
い
う
と
…

　

当
院
に
は
26
人
の
看
護
補
助
員
が
働
い
て
い

ま
す
。
若
い
方
か
ら
大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
元
気
で

た
く
ま
し
く
明
る
い
ス
タ
ッ
フ
達
で
す
。
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働
き
な
が
ら

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
す
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。

　

看
護
補
助
員
は
、
患

者
さ
ん
に
安
心
や
爽
快

感
を
与
え
る
仕
事
が
多

い
こ
と
か
ら
、
患
者
さ

ん
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
。
看
護
師
と
看
護
補

助
員
が
協
力
し
、
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
優

し
い
ケ
ア
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
の
働

き
方
改
革
が
望
ま
れ
る
昨
今
に
お
い
て
、
看
護

補
助
員
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

看
護
補
助
員
の
お
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
！

看
護
部

①
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
や
環
境
整
備
な
ど

生
活
環
境
に
関
わ
る
業
務

②
身
体
の
清
拭
や
入
浴
介
助
な
ど
、
患
者

さ
ん
の
清
潔
に
関
わ
る
業
務

③
食
事
の
配
膳
・
下
膳
な
ど
食
事
の
介
助

に
関
わ
る
業
務

④
検
査
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
た
め
の
移
送

に
関
わ
る
業
務
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〈レシピ〉

❶  サーモン、トマトは一口サイズに切る。みょうが、しそは千切りにして水にさらす。

❷  サーモンをボウルに入れてめんつゆを加えて混ぜたら、冷蔵庫に入れておく。

❸  そうめんは袋の表示時間通りにゆでてざるにあげ、流水で洗い、水気をしっかり切る。

❹  ボウルに〈A〉を入れて混ぜ合わせ、❷とトマト、そうめんを加えて絡め、醤油・コショウで味を調える。

❺器に盛り付けて、しそ、みょうがと白ごまを飾り付ける。

サーモンと夏野菜のそうめん
夏の定番であるそうめんは、手軽に作れて、暑い時期にもあっさりと食べやすい食材です。
ただ、麺だけでは炭水化物に偏りがちになるため、今回は、旬の食材を使った栄養価の高いレシピを紹介
します。

☆アレンジレシピ☆
サーモンを鶏肉・タコ等に変更、
香味野菜を追加・変更してもい
いと思います。

〈材 料〉
素麺 ２束 100ｇ

サーモン（刺身用） 100 ｇ

めんつゆ
（ストレートタイプ） 大さじ４

トマト １個 170g

みょうが 1/2 個 ５g

しそ ５枚 ５g

白ごま 小さじ１

醤油・コショウ 適量

〈A〉

めんつゆ
（ストレートタイプ） 大さじ４

水 大さじ４

ごま油 大さじ１

管理栄養士の
ヘルシーレシピ 当院栄養部の管理栄養士が、季節に合わせた体に優しいレシピを

ご紹介します。季節の食材を使って、健康な体を目指しませんか？
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病院病院からのからのお知らせお知らせ掲示板掲示板
　

７
月
１
日
か
ら
、整
形
外
科
に
新
し

く
２
名
の
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

新
体
制
と
し
て
、よ
り
一
層
よ
い
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
、病
室
の
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、従

来
の
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
に
よ
る
プ
リ
ペ
イ
ド
式
か
ら
、１
日
４
４
０
円（
税
込
）の
日
額
定

額
制
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、入
院
セ
ッ
ト
と
同

時
に
お
申
込
み
可
能
な
日
額
定
額
制
プ
ラ
ン
と
し
て
、１
日
４
４
０
円
で
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
を
無
制
限
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

料
金
の
精
算
に
つ
い
て
は
、入
院
セ
ッ
ト
と
あ
わ
せ
て
後
払
い
と
な
る
た
め
、こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
カ
ー
ド
の
購
入
や
退
院
時
の
現
金
精
算
が
不
要
と
な
り
、入
院
中
の

現
金
管
理
の
手
間
が
省
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
と
比
べ
お
得
な
プ

ラ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
当
院
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、面
会
禁
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。入
院
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、ぜ
ひ
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、快
適
な
入
院
療
養

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●
１
日
４
４
０
円
で
無
制
限
で
利
用
可
能
に
！

●
退
院
後
精
算
の
た
め
、入
院
中
の
現
金
管
理
の
手
間
が
省
け
る
！

●
お
申
込
み
は
、入
院
セ
ッ
ト
と
同
時
に
１
Ｆ
売
店
ま
で
！

　

詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

1
階　

売
店GREEN

 LEAVES M
ALL 

／
電
話　

０
７
６
６

－

７
３

－

１
３
１
１

病
室
の
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
の
利
用
方
法
変
更
に
つ
い
て

　

８
月
15
日（
月
）は
旧
盆
の
た
め
、外
来
診
療
を
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、救
急
外
来
は
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
場
合
は
救
急
外
来
を
受
診
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
盆
休
診

整
形
外
科
新
任
医
師
着
任
の
お
知
ら
せ

医員

森
もり

本
もと

建
けん

一
いち

助教

佐
さ

々
さ

本
もと

丈
たけ

嗣
し

【外来診療担当表】
月 火 水 木 金 土

午前

1診 佐々本 佐々本
（初診） 佐々本 佐々本 森本

（初診）
第 1～ 4
交替

※第 5休診
2診 清水

（初診） 清水 清水 森本
（初診） 清水

3診 廣村 森本／松本 廣村
（初診） 廣村 廣村

午後 手術 手術 手術 手術 手術

※
従
来
の
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
は

　

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
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患者さんの権利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを
受けることができます。

患者さんへのお願い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病院運営の基本方針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　新型コロナウイルスの変異株はオミクロン株の BA.2 系統から、更に感染力が強いとされる

BA.5 系統への置き換わりが進む中、この夏は、新型コロナウイルスの影響で２年にわたって中止

された祭り・伝統行事・花火大会を３年ぶりに復活させる動きが相次いでいます。今年は多くの地

域で夏の風物詩が戻ってくることになりそうです。

　その背景には、感染状況のほか、これ以上中止が続くと伝統を従来の形で継承することが困難

になるとの危機感があるとのことです。

　伝統や文化の継承は、偉大なるマンネリだと聞いたことがあります。数百年も継承を支えてきた、

この人々の偉大なるワンパターンこそがこの時代まで保持してきたのです。

　新しい事を常に意識して変化していくことも大切ですが、毎年、変わらずに続けていくことは、

当たり前のようで、実は難しく、とても大切だと思います。
かけはし夏号編集委員　総務課　坂田　慎一
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第50回ひみまつり
－3年ぶりに開催－

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止されていた「ひみまつり」が、
８月６日（土）に、３年ぶりに氷見市の比美乃江公園で開催されました。
「ひみまつり」は、昭和 13年に氷見市街の約 1500 戸をも巻き込んだ大火災
「氷見大火」からの復興を期して開催されたお祭りを前身として、昭和 48
年に氷見青年会議所が主体となって始まった氷見市を代表する夏祭りです。
今年は新型コロナウイルスや暑さ対策のため、規模を縮小しての開催とな
りましたが、「魚ちょうちん山車」「自衛隊・警察・消防車両」の展示や、祭り
のフィナーレとして富山県内最大級、なんと約 5000 発もの花火が打ちあ
げられ、来場者を大いに楽しませてくれました。
引続き、感染症対策に気をつけながら、来年もまた氷見の夏の風物詩とし
て盛り上がるよう願っています。

　私が子供の頃、夏の最高気温は 32℃程でした。それがここ数年の間に、気温上昇が進み、

近年では 35℃を超えることが珍しくない気候となり、この先日本の夏はどうなってしまうの

だろうと気鬱な思いでいます。このような厳しい暑さは夏野菜の生育にも影響があるようで、

ツヤツヤの物は少ないですが、それでも採れたての野菜を美味しくいただいています。
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